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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※導入社数を紹介します。

「このように、楽楽精算は多くの企業でご利用いただいております。
　現在は2,200社のお客様にご利用いただいておりまして、国内で最も選ばれている経費精算システムと言えます。」（クリック）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日は、IDC Japanという企業が公開している調査結果をお持ちしました。

日本の企業が「働き方改革」を実現する為に、導入を進めているシステムの
調査結果をグラフにしたものでございます。

働き方改革関連法案の施行により、勤怠管理を厳格化しなければならない
中で、勤怠管理システムを導入する企業が急増しております。

ただ、導入をしなくてはいけない法的な理由もなにもない経費精算システムが、
勤怠管理システムの新規導入件数を上回っているのが面白いポイントです。

それだけ、紙やエクセルで行う経費精算業務にストレスを抱えている企業が多く、
いち早く改善をしたいと思われていることの裏付けと言えるかと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような業務を毎月繰り返していると、申請者は月末残業して
精算書を作るのが当たり前になりますし、

上司はザルチェック＆はんこでの押印にあけくれる事になります。

もちろん、全社員分の精算書が経理さんのお手元に集まりますので、
一番業務負担が大きいのは言うまでもなく経理部門です。

このような紙・エクセルによって発生する業務負担を、システムでは
どう効率化できるか、次のスライド以降でご説明致します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※楽楽精算導入による、各部門にとっての変化を説明します。

「楽楽精算を導入することによって、業務工数の削減効果だけでなく、各部門にとって様々な効果があります。」

・一般従業員にとっての効果
　申請に関する時間が大幅に短縮されることで、営業活動に注力できるようになる

・管理職にとっての効果
　申請内容のチェック工数が削減されることで、戦略立案やマネジメントに注力できるようになる

・経理部門にとっての効果
　今までの手間が大幅に削減されることで、経営企画的役割に注力できるようになる

「それでは、各部門での具体的なメリットを詳しく説明いたします。」（クリック）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※楽楽精算導入による業務工数削減効果を説明します。

「楽楽精算導入による、業務工数削減の具体的な事例がこちらです。」

【従業員100名規模の企業の例】
・導入前：経費精算に関わる業務工数が全社合計で763時間
↓
・導入後：全社合計の業務工数が159時間となり、約80%の削減をすることができました

【従業員1,000名規模の企業の例】
・導入前：経費精算に関わる業務工数が全社合計で5,335時間
↓
・導入後：全社合計の業務工数が1,113時間となり、約80%の削減

「このように、楽楽精算の導入により、業務工数の大きな削減効果が期待できます。」（クリック）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※楽楽精算導入による業務工数削減効果を説明します。

「楽楽精算導入による、業務工数削減の具体的な事例がこちらです。」

【従業員100名規模の企業の例】
・導入前：経費精算に関わる業務工数が全社合計で763時間
↓
・導入後：全社合計の業務工数が159時間となり、約80%の削減をすることができました

【従業員1,000名規模の企業の例】
・導入前：経費精算に関わる業務工数が全社合計で5,335時間
↓
・導入後：全社合計の業務工数が1,113時間となり、約80%の削減

「このように、楽楽精算の導入により、業務工数の大きな削減効果が期待できます。」（クリック）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■導入実績No.1
- 右肩上がりの導入数
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■R精算が選ばれる理由
- サポート体制
- 提供会社が安心
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